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応募者数 比　率 内定者数 比　率
男性・女性比率 421名： 96名 81.4%：18.6% 17名： 2名 89.5%：10.5%
文系・理系比率 141名：376名 27.3%：72.7%  6名：13名 31.6%：68.4%
学内・学外比率 183名：334名 35.4%：64.6% 10名： 9名 52.6%：47.4%
国内・国外比率 411名：106名 79.5%：20.5% 16名： 3名 84.2%：15.8%












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































AEARU（東アジア研究型大学協会）「16th Annual General Meeting」および
「27th Board of Directors Meeting」の開催
話題
理事会で発言する森副理事
修了式の様子
体験コーナーの様子
AEARU第16回年次総会の様子
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10月27日（水）， 学術情報メディアセンターでは，
原島　博東京大学名誉教授・日本顔学会会長を招き，
セミナ 「ー阿修羅の顔とキティの顔－顔学からその
秘密を探る－」を開催した。原島氏は，工学的観点
から顔に興味を持ち「顔学」を提唱。東京大学では，
文理にまたがる横断型の教育研究組織である大学院
情報学環の設立に関わられた。
興福寺の阿修羅像は，
普通の仏像より小さい。
興福寺の阿修羅像は，日
本人を表現しているので
はないか。阿修羅像は３
つの顔を持っているが，
それぞれの顔表情も違う。
反抗的な幼児の表情，心
の葛藤を持つ青年の表情，
正面の大人の表情。阿修
羅像は，ひとりの少年の
成長を現しているのではないか。また，顔の上半分
を見ると険悪な印象であるが，下半分を見ると穏や
かな印象に変わってしまうのである。原島氏はこれ
らの顔の変化について，自らの過ちの否定から受容
までの心境の変化を表現していると解釈された。
次に，キティはカワイイ「グッズキャラ」の代表で
ある。カワイイ顔とは顔は横長で，目鼻立ちは下の
方に寄り，目は離れており，口はおちょぼ口か無い。
表情を動きで表す「アニメ顔」とは違い，グッズキャ
ラは形が感情移入しやすいように出来ているという。
例えばキティは，時代と共に顔が大きくなっている
が，顔を大きくすることでより親しみやすいキャラ
クターへと変化していったものと思われる。人間は
初対面では外見が人の印象を左右するのに対し，親
しみがわくと顔の印象が大きくなるという。現代の
キティは，母親が幼児に買うグッズキャラから，女
子高生が自分のた
めに買うグッズ
キャラへ変化した
と考えられる。
阿修羅像とキ
ティの共通点とは，
無表情ならぬ無限
表情にあるという。
これは能面にも見
られるもので，阿
修羅像は光の当て
方や見る角度によって表情が様々に変化する。一方，
キティも口が無いので，見方によって泣いていたり
笑っていたり様々に解釈することができる。また，
顔というのは単独ではなく，人と人との関係の中で
初めて意味をなすのであって，それを見ている人の
心を映すものである。顔はイメージであり，見る側
のイメージによって解釈が変わってくる。原島氏は，
人と良いコミュニケーションを築いていくことが，
良い顔と良い人生を創るだろうと結ばれた。
学術情報メディアセンターセミナ 「ー阿修羅の顔とキティの顔－顔学からその
秘密を探る－」を開催
 （学術情報メディアセンター）
原島氏による講演の様子
阿修羅像(ウィキペディアより引用)
http://commons.wikimedia.org/wiki/
File:ASURA_detail_Kohfukuji.JPG
ハローキティ(c)株式会社サンリオより引用
http://www.sanrio.co.jp/
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宇治キャンパスでは，11月11日（木）に宇治事業場
衛生委員会主催による安全衛生講習会を開催した。
この講習会は，宇治地区の教職員や大学院生等を
対象に，「年間安全衛生管理計画」の一環として開催
しているものである。今回は神戸市代表監査委員の
桜井誠一氏を講師に迎え，「私の体験的危機管理～
阪神・淡路大震災と新型インフルエンザの事例から
～」と題して講演いただいた。
桜井氏は，1995年阪神・淡路大震災時に神戸市長
室広報課長を，2009年新型インフルエンザ第１号が
神戸で確認された際には神戸市保健福祉局長を務め
られており，その貴重な危機管理体験に基づいて講
演された。同氏による「過去の危機体験を生かし，
行動をイメージトレーニングしておくことで，危機
に強くなれる」「危機にあたって，一歩踏み出す勇気」
というメッセージに参加者は熱心に耳を傾けていた。
 （宇治地区事務部）
宇治キャンパスで安全衛生講習会を開催
原子炉実験所では，11月19日（金），日本学術会議
講堂にて「原子力・放射線の有効利用に向けた先導
的研究の推進」と題した公開シンポジウムを，日本
学術会議総合工学委員会およびエネルギーと科学技
術に関する分科会との共催で開催した。
シンポジウムでは，森山裕丈所長の挨拶に始ま
り，矢川元基日本学術会議総合工学委員会委員長お
よび森田正信文部科学省研究振興局学術機関課長か
ら挨拶の後，代表的な研究者から「原子力基礎科学
分野」「粒子線物質科学分野」「放射線生命医科学分
野」の講演があった。引き続き，「共同利用研究」「人
材育成，社会連携」に関して関係機関の方々，特に
社会連携については，地元熊取町の中西　誠町長か
ら講演いただいた。最後の総合討論では，特に人材
育成に関して活発な意見交換が行われた。
参加者は，原子力関係機関の方をはじめ一般の方
まで総勢180名に達し，大学の研究者を中心に推進
されている原子炉実験所大型研究計画のさらなる推
進と発展に向けて大変有意義なものとなった。
 （原子炉実験所）
原子炉実験所公開シンポジウムを開催
森山所長による開催の挨拶
阪神・淡路大震災の経験を語る桜井氏
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11月13日（土），経営管理大学院は京都市北文化会
館において，経済産業省委託事業「産業技術人材育
成支援事業（サービス工学人材分野）」プログラムの
一環として，「第３回サービス・イノベーション国際
シンポジウム」を開催した。現在，国の経済成長戦略
としてのサービス国際化が必須であり，サービス産
業の国際展開（アウトバウンド事業）だけでなく，海
外からの訪問者に対する事業展開（インバウンド事
業）も重要な施策となっている。このような重要課
題であるサービスの国際化に関して政府・産業界・学
界から第一人者を招き，ディスカッションを行った。
冒頭，小林潔司院長から，本年４月開設のサービ
ス価値創造プログラムの紹介と本シンポジウムの開
催趣旨を説明した後，大隈隆史経済産業省サービス
政策課課長補佐から挨拶があった。
基調講演では，本大
学院特命教授でもある
溝畑　宏観光庁長官が，
「観光立国・サービス
立国への道－Japan 
Endless Discovery－
オールジャパンで日本
を元気にしよう！」と
のタイトルで，具体的
な観光誘客（インバウンド）や観光振興策の実際を紹
介した。
講演Iでは，Jukka Pajarinenフィンランド大使館
一等書記官から「フィンランドの観光産業の将来」と
題して，豊かな大自然，オーロラ，サンタクロース，
ムーミンなど，フィンランドの観光資源や国を挙げ
ての取り組みについての紹介があった。
続く講演Ⅱでは本大学院特別教授でもある碓井　誠
フューチャーアーキテクト株式会社シニアフェロー
が，コンビニの雄，セブンイレブンを主な題材とし
て，「流通イノベーションの広がりとグローバル展
開（アウトバウンド）」を論じた。
また，「京都観光アイデアコンテスト」※の表彰式
を執り行い，受賞した４名の学生には，溝畑長官か
ら賞状と記念品が贈られた。
後半のパネル討論では，日本，韓国，シンガポー
ルからサービス科学研究の最前線を担う４人のパネ
リスト（木嶋恭一東京工業大学大学院教授，高木英
明筑波大学大学院教授，Lee Ji-Hwan韓国科学技術
院教授，Caroline Limシンガポール経営大学高度
サービス研究所ディレクター）を招いた。「国際的視
点のサービスと科学」をテーマに提起された論点に
は，感性品質，サービス人材育成，プロセス・イノ
ベーション，顧客満足度指数などがあり，コーディ
ネーターである原　良憲教授・経営研究センター長
がディスカッションをリードした。
結びとして日置弘一郎教授から，サービスの幅広
い枠組みから本質に迫るといった試みも含めて，
サービス価値創造プログラムとしての意思表明が行
われた。
本シンポジウムへは，多種多様な産業・学術分野
から大勢の参加者が集まり，そのほとんどの方がプ
ログラムを通して熱心に聴講された。参加者からは，
サービスの「科学」や「グローバル化」という視点が斬
新であったなど，好評を博した。
※ 「京都観光アイデアコンテスト」とは，溝畑長官が「サー
ビス産業論」の授業中に発案。応募資格は経営管理大学
院の学生で個人によるもの。応募総数約50件から，最
優秀賞，エキサイティング賞，ディスカバリー賞，特
別賞を選定した。
 （経営管理大学院）
経営管理大学院がシンポジウム「第3回サービス・イノベーション国際シンポジ
ウム」を開催
パネルディスカッションの様子
溝畑長官（左）と京都観光アイデアコンテスト受賞者
溝畑長官による基調講演
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概要
京都大学大学院工学研究科の地球工学科系およ
び建築学のグループ，地球環境学堂および防災研
究所は，平成20年度から「アジア・メガシティの
人間安全保障工学拠点」のテーマでグローバル・
センター・オブ・エクセレンス・プログラム
（G-COE）を実施しております。アジアのメガシ
ティでは，ベーシック・ヒューマン・ニーズ，環
境汚染，災害とそれらに対する自立的な対応能力
をいかに確保するかが大問題となっておりますが，
過去数十年間の改善状況は失敗の歴史でした。都
市の膨張が急激に起こってきたこともありますが，
さらに重要なことは，そうしたリスクに対応する
技術，制度の整備がバラバラに行われてきたこと，
さらに技術や制度を取り入れても，それをマネー
ジするコミュニティーや人材の整備に関心が払わ
れて来なかったためであります。このような認識
に立ち，このプログラムでは，土木工学・建築学・
グローバルCOEプログラム紹介
プログラム名称：アジア・メガシティの人間安全保障工学拠点
拠点リーダー：工学研究科教授　松岡　　譲
申請分野：機械・土木・建築・その他工学　　研究分野：土木工学
申請部局：工学研究科，地球環境学堂，防災研究所
図１　人間安全保障工学を構成する主要な要素
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環境工学・防災学をベースとしながらも，徹底し
た現場主義に基づき，工学技術，都市経営管理お
よび制度づくりの相補的な共進化の促進に力を注
ぐことによって，これまで築いてきた要素的な学
問を，人間安全保障の確保に向け都市の管理戦略
や政策策定を含む総合的な学問に脱皮させ，それ
に基づいた教育・研究拠点の確立を目指していま
す。
活動の紹介
これまで行ってきた活動を大別すると，以下の
５点になります。
１） 博士課程教育プログラム「人間安全保障工学」
分野
都市の人間安全保障工学を支えるコア領域と４
つの学問領域（都市ガバナンス，都市基盤マネジ
メント，健康リスク管理，災害リスク管理）につ
いて，複数領域に跨がって確実な素養を獲得させ，
それらを都市の人間安全保障確保に向け目的に応
じて統合化し適用する能力と，その技法を深化・
進展しうる能力を持った研究者および高度な技術
者の養成を行っています。米田　稔教授（工学研
究科都市環境工学専攻）が分野長となり，19のク
ラス科目と２つのORT科目を英語で開講してい
ます。ORT科目の目玉は，長期海外インターン
シップで，２ヶ月以上の期間，現場での問題解決
能力，国際性や人的ネットワークの涵養に努めさ
せています。また，留学生の志願を容易にするた
め，海外入試実施や文部科学省奨学生優先配置枠
獲得などの工夫も行っています。現在，約100名
の学生が在籍しています。
２） 都市の人間安全保障工学教育・研究センター
（HSEセンター）の開設・運営
都市の人間安全保障工学教育・研究センター
（HSEセンター）を桂キャンパスC1棟エントラン
ス横に設置しました。平山修久准教授，吉田　護
助教およびG-COE特定事務補佐員２名の方々が
常駐しています。このセンターは，博士教育プロ
グラムの運営を行うほか，後述する海外拠点のハ
ブオフィスとしての役割も担っております。また，
遠隔会議システムを駆使し，毎週，若手研究者会
議，拠点連絡会議等を行い，教育・研究活動の進
行状況，海外拠点運営状況などを確認し，事業推
進者や共同研究者らによる各種活動のバックアッ
プを行っています。
３） 海外拠点の設置・展開
アジア諸国に７つの海外拠点を展開し，緊密な
国際研究・教育ネットワークの構築・運営を行って
います。７拠点とは，中国・深圳（拠点長：田中宏明
教授，工学研究科附属流域圏総合環境質研究セン
ター），ベトナム・ハノイ（拠点長：藤井滋穂教授，
地球環境学堂），タイ・バンコク（拠点長：大津宏康
教授，工学研究科都市社会工学専攻），シンガポー
ル（拠点長：谷口栄一教授，工学研究科都市社会
工学専攻），インドネシア・バンドン（拠点長：
松岡俊文教授，工学研究科社会基盤工学専攻），
インド・ムンバイ（拠点長：多々納裕一教授，防
災研究所），マレーシア・クアラルンプール（拠点
長：清水芳久教授，工学研究科附属流域圏総合環
境質研究センター）です。これらの拠点には，
G-COE特定教員あるいはポスドク研究員の方々
に常駐していただき，教育，特に長期海外インター
ンシップのバックアップや国際共同研究プロジェ
クトの中心的役割を担っていただいています。
４） 共同研究プロジェクトの推進
都市ガバナンス（領域リーダー：門内輝行教授，
工学研究科建築学専攻），都市基盤マネジメント
（領域リーダー：大津宏康教授），健康リスク管理
（領域リーダー：田中宏明教授）および災害リスク
管理（領域リーダー：多々納裕一教授）の４領域を
中心に，上述した海外拠点等をプラットホームと
する共同研究プロジェクトを推進しております。
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毎年，おおよそ50本以上の国際共同研究プロジェ
クトを実施し，それらに加え若手研究者育成を目
的とした十数本の若手･萌芽研究プロジェクトを
行っています。
５） 関連シンポジウム・ワークショップの実施や
報告書シリーズの刊行
海外拠点での共同研究，博士課程教育プログラ
ム等の経験をベースに，平成21年度までに94件の
国際・国内シンポジウムの実施，99巻からなる報
告書作成，８巻の英文テキストの刊行を行い，「人
間安全保障工学」の国際的展開に向けての人的
ネットワークの確立，相互連携を図ってきました。
ニューズレーターやホームページ（http://hse.
gcoe.kyoto-u.ac.jp/）を使い，こうした活動の広報
･宣伝などにも努めております。
今後の活動に向けて
以上のように，これまでの２年半については，
事業推進担当者や教育･研究担当者の皆様方のご
支援に支えられ，どうにか乗り切ってきました。
しかるに，プロジェクトの目標である｢アジア地
域における人間安全保障の確保に向け，これまで
築いてきた工学技術を道具としながらも，徹底し
た現場主義の洗礼を受けさせることによって，都
市の管理戦略や政策策定を含む総合的な学問に脱
皮させ，それに基づいた教育・研究を行う世界的
拠点を確立する｣ことに対しては，工夫しなけれ
ばならない点も残っています。
現在，大学における教育･研究のグローバル化
への潮流には，極めて強いものがあります。そう
した中で，本G-COEのような，グローバルでは
あるものの現場の多様性を本質的に取り込もうと
する試みが，大学本来の役割である知的創造の営
みの中心部まで入り込めるか，そうした営みに必
須のものとなりうるかは，グローバル化の波にど
のように付き合うのかといった皮相的な観点から
のみならず，地球工学，建築学の将来にとって本
質的かつ死活的な課題であると考えております。
引き続き，一層のご指導とご鞭撻を期待してやみ
ません。
 （工学研究科教授　松岡　　譲）
図２　プログラム「アジア・メガシティの人間安全保障工学拠点」でアジア各都市に展開している海外拠点
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
